小学校５年【国語】『銀河』（光村図書）　（例）
教科書を活用した家庭学習例～計画的な家庭学習へ向けて～

	
	課題内容

	第１回
	【単元名】「銀河」/教えて、あなたのこと/
かんがえるのっておもしろい
【ページ】表紙うら（１ページ）～１５ページ
【学習の流れ】
１　表紙うら（１ページ）の詩を音読する。
２　目次や、「国語の学びを見わたそう」を見て、５年生で学習することをたしかめる。
３　「つなげる・広げる」、「教えて、あなたのこと」を読み、情報の整理のしかたや、他者しょうかいの学習についてたしかめる。
４　えがかれていることを思いうかべながら、１４、１５ページの詩を音読する。
５　自分のけい験と重ねて思いうかんだことや心に残った言葉、自分の考えたことなどをノートに書く。
【学びのかくにん】
・自分のけい験や考えを重ねながら、詩を音読しましょう。

	第２回
	【単元名】「なまえつけてよ」　【ページ】１７～３１ページ
【学習の流れ】
１　１７ページを読み、どんな物語なのか想ぞうする。
２　１８～３１ページに出てくる、新しい漢字の読みをたしかめる。
３　２８５ページを見て、新しい漢字の筆順をたしかめながら、漢字をノートに練習する。
４　１８～２７ページを読み、感想をノートにまとめる。
【学びのかくにん】
・第５回の学習が終わったら、まとめてかくにんします。

	第３回
	【単元名】「なまえつけてよ」　【ページ】１７～３１ページ
【学習の流れ】
１　「春花」と「勇太」の心情が表れている表現に着目しながら、１８～２７ページを読む。
２　２８ページの「とらえよう」を読み、「春花」と「勇太」の会話や行動をぬき出して、ノートにまとめる。
→「１ノートの例」を参考にして書いてみよう。
３　２でまとめたときの心情を想像して、短い言葉でノートにまとめる。
２　「春花」の「勇太」に対する心情は、どのような出来事によって、どう変化したか、読み取ったことをノートにまとめる。
３　「勇太」の「春花」に対する心情はどのように変化しているのか、自分の考えをノートにまとめる。
→「勇太」の行動をヒントに考えよう。
４　「春花」の心情の変化をたしかめながら、１８～２７ページを音読する。
【学びのかくにん】
・第５回の学習がおわったら、まとめてかくにんします。

	第４回
	【単元名】「なまえつけてよ」　【ページ】１７～３１ページ
【学習の流れ】
１　「春花」と「勇太」の心情の変化に着目しながら、１８～２７ページを読む。
２　「春花」の「勇太」に対する心情は、どのような出来事によって、どう変化したか、読み取ったことをノートにまとめる。
３　「勇太」の「春花」に対する心情はどのように変化しているのか、自分の考えをノートにまとめる。
→「勇太」の行動をヒントに考えよう。
４　「春花」の心情の変化をたしかめながら、１８～２７ページを音読する。
【学びのかくにん】
・第５回の学習がおわったら、まとめてかくにんします。

	第５回
	【単元名】「なまえつけてよ」　【ページ】１７～３１ページ
【学習の流れ】
１　「春花」と「勇太」の関係の変化に着目しながら、１８～２７ページを読む。
２　「春花」と「勇太」の関係は、物語のはじめと終わりでどのように変化したのか、自分の考えをノートにまとめる。
３　２で考えた理由を、物語の中の出来事をもとに考えて、ノートにまとめる。
４　「なまえつけてよ」という題名について、物語を読む前と読んだ後での受ける印象のちがいを考える。
５　２８、２９ページの「ふかめよう」を読み、この先の二人がどう関わっていくか考える。
【学びのかくにん】
[bookmark: _GoBack]・「ふかめよう」で考えたことを中心に、物語を読んだ感想をノートにまとめましょう。



